
　

木
材
は
、
や
わ
ら
か
で
あ
た
た

か
み
の
あ
る
感
触
、
高
い
吸
湿
性

な
ど
の
優
れ
た
性
質
を
持
っ
て
お

り
、
こ
の
性
質
を
活
用
し
た
木
造

校
舎
や
、
内
装
に
木
材
を
利
用
し

た
教
室
等
は
、
豊
か
な
教
育
環
境

づ
く
り
を
行
う
上
で
大
き
な
効
果

が
期
待
で
き
ま
す
。
ま
た
、
木
材

の
使
用
は
、
地
球
温
暖
化
防
止
へ

の
貢
献
、
地
域
の
文
化
の
継
承
な

ど
の
観
点
か
ら
も
、
大
き
な
意
義

が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
林
野
庁
で
は
従
来

か
ら
、
文
部
科
学
省
と
連
携
し
な

が
ら
、
木
材
を
利
用
し
た
学
校

施
設
づ
く
り
に
関
す
る
手
引
書
の

作
成
や
講
習
会
の
実
施
な
ど
に
よ

り
、
地
方
公
共
団
体
が
学
校
施
設

に
木
材
を
積
極
的
に
活
用
さ
れ
る

よ
う
普
及
啓
発
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。

　

近
年
、
木
造
の
公
立
学
校
施

設
の
割
合
は
、
平
成
20
年
度
に
約

10
％
と
な
る
な
ど
、
確
実
に
増
加

し
て
お
り
、
非
木
造
の
公
立
学
校

施
設
で
も
、
内
装
の
木
質
化
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

林
野
庁
と
文
部
科
学
省
で
は
、
学
校
施
設
で
の
木
材

利
用
を
進
め
る
上
で
の
手
引
と
な
る
工
夫
事
例
集
を
作

成
し
ま
し
た
。

　

写
真
や
図
表
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
い
、
実
例
か
ら
参
考

と
な
る
工
夫
を
紹
介
し
な
が
ら
木
材
利
用
を
進
め
る
際

の
ポ
イ
ン
ト
が
わ
か
り
や
す
く
解
説
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

先
月
公
布
さ
れ
た「
公
共
建
築
物
木
材
利
用
促
進
法
」

に
よ
る
公
共
建
築
物
の
木
造
化
や
内
装
の
木
質
化
が
一

層
進
む
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

こうやって作る

１
．
あ
た
た
か
み
と
う
る
お
い
の
あ
る

　
　

木
の
学
校
づ
く
り

　

こ
の
よ
う
に
、
学
校
施
設
で
の

木
材
利
用
が
進
め
ら
れ
つ
つ
あ
る

一
方
で
、
初
め
て
木
材
利
用
に
取

り
組
む
地
方
公
共
団
体
の
職
員
に

と
っ
て
は
、
具
体
的
に
ど
う
検
討

を
進
め
る
べ
き
か
わ
か
ら
ず
、
実

際
に
木
材
利
用
に
取
り
組
む
の

は
、
ま
だ
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
と
の

声
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
う
い
っ
た
状
況
か
ら
、
林
野

庁
と
文
部
科
学
省
は
、
共
催
で
平

成
21
年
度
に「
学
校
の
木
造
設
計

等
を
考
え
る
研
究
会
」を
開
催
し
、

木
材
利
用
に
取
り
組
み
や
す
く

な
る
方
策
に
つ
い
て
検
討
し
て
き

ま
し
た
。
今
回
、
そ
の
成
果
と
し

〜木材利用の進め方のポイント、工夫事例〜

木の学校 

伐採した町有林の木材の見学
（栃木県茂木町立茂木中学校）

木のホール（長野県川上村立川上中学校）

大分県中津市立鶴居小学校
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　第1��回通常国会において「公共建築物等における木

材の利用の促進に関する法律」が成立し、�月��日公布

されました。

　我が国では、木材価格の下落等により森林の手入れが

十分に行われず、国土の保全など森林の多面的機能の低

下が大いに懸念される状況にあります。

　この法律は、こうした状況を踏まえ、木を使うことに

より、森を育て、林業の活性化を図るため、木造率が低

く（平成20年度7.5％床面積ベース）今後需要の拡大が期

待できる公共建築物にターゲットを絞って、国が率先し

て木材利用に取り組むとともに、地方公共団体や民間事

業者にも国の方針に即して主体的に取り組んでもらうこ

とにより、住宅など一般建築物を含め、木材全体の需要

を拡大することをねらいとしています。

２
．
工
夫
事
例
集
の
ポ
イ
ン
ト

（
１
）木
材
利
用
の
意
義
と
効
果

・
教
育
的
効
果
の
向
上（
心
理
・
情

緒
・
健
康
面
へ
の
効
果
、
教
室

内
の
温
熱
環
境
の
向
上
等
）

・
環
境
へ
の
配
慮（
地
球
温
暖
化
防

止
や
森
林
整
備
へ
の
貢
献
等
）

・
大
工
技
術
者
の
育
成
、
地
域
経

済
の
活
性
化
、
文
化
の
継
承
等

（
２
）木
材
利
用
を
進
め
や
す
く
す

る
た
め
の
方
策

① 

木
材
利
用
の
目
的
の
明
確
化
と

共
通
理
解

② 

地
方
公
共
団
体
と
し
て
の
木
材

利
用
推
進
体
制
の
構
築

③ 

木
材
を
利
用
す
る
学
校
づ
く
り

の
進
め
方

公共建築物木材利用促進法が成立

て
、
木
材
利
用
の
検
討
・
進
め
方

や
コ
ス
ト
抑
制
の
方
法
を
中
心
に

取
り
ま
と
め
ら
れ
た
工
夫
事
例
集

「
こ
う
や
っ
て
作
る
木
の
学
校
〜
木

材
利
用
の
進
め
方
の
ポ
イ
ン
ト
、

工
夫
事
例
〜
」を
公
表
し
ま
し
た
。

　

木
の
学
校
づ
く
り
を
着
実
に

進
め
て
い
く
た
め
に
は
、
学
校
関

係
者
の
み
な
ら
ず
、
地
域
一
体
と

な
っ
た
連
携
が
不
可
欠
で
す
。
そ

の
際
、
木
材
調
達
か
ら
建
設
ま
で

の
地
域
に
密
着
し
た
体
制
づ
く
り

な
ど
が
課
題
に
な
り
ま
す
。

 

先
月
、
公
共
建
築
物
の
木
造
化

や
内
装
の
木
質
化
な
ど
を
推
進
す

る「
公
共
建
築
物
木
材
利
用
促
進

法
」が
公
布
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

法
律
を
契
機
と
し
て
、
こ
の
工
夫

事
例
集
も
十
分
に
活
用
さ
れ
、
あ

た
た
か
み
と
う
る
お
い
の
あ
る
木

の
学
校
づ
く
り
が
一
層
進
む
こ
と

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

・
タ
イ
プ
別
木
造
化
事
例

　
（
市
町
村
有
林
・
地
元
の
森
林
・

流
通
材
の
活
用
、
内
装
の
木
質

化
等
の
取
組
事
例
紹
介
）

・
コ
ス
ト
を
抑
制
す
る
た
め
の
設

計
上
の
工
夫

　
（
一
般
流
通
材
・
定
尺
材
の
活

用
、
維
持
管
理
に
配
慮
し
た
設

計
等
）

④ 

耐
震
補
強
・
改
修
に
よ
る
木
造

校
舎
の
長
期
使
用
等
を
通
じ
た

地
域
文
化
の
継
承

・
木
造
校
舎
を
長
く
使
用
す
る
こ

と
の
意
義
や
耐
震
補
強
や
改
修

の
ポ
イ
ン
ト
と
事
例

「
こ
う
や
っ
て
作
る
木
の
学
校
〜
木

材
利
用
の
進
め
方
の
ポ
イ
ン
ト
、

工
夫
事
例
〜
」は
以
下
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
で

ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

http://w
w

w
.rinya.m

aff.go.jp/

j/riyou/riyou/gakkou.htm
l

木のホール（福井県南越前町立今庄小学校）

木のランチルーム（長野県川上村立川上中学校）

公立大学法人国際教養大学（教室）
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